
随
心
院
蔵
の
平
家
物
語
断
簡
に
つ
い
て

小

林
　
　
芳
　
　
規

随
心
院
経
蔵
に
、
平
家
物
語
の
二
郎
に
通
ず
る
文
章
を
記
し
た
断
簡
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
僅
か
に
三
紙
の
み
で
あ
る
が
、
福
原
遷
都
の

章
段
の
う
ち
、
「
諸
国
所
々
都
遷
事
」
の
内
容
に
合
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
全
文
を
影
印
と
翻
字
と
に
よ
っ
て
紹
介
し
、
併
せ
て
気
付
い

た
こ
と
の
若
干
に
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

始
め
に
、
書
誌
的
事
項
に
つ
い
て
述
べ
る
。

本
資
料
は
、
、
随
心
院
経
蔵
の
今
回
の
調
査
に
て
、
聖
教
画
第
十
二
幽
第
二
十
号
と
整
理
番
号
が
付
せ
ら
れ
た
。
当
初
、
第
十
一
画
に
は
三

紙
の
う
ち
の
一
紙
だ
け
が
存
し
、
他
の
二
紙
は
他
由
に
紛
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
装
幌
は
、
袋
綬
装
の
仮
綴
で
あ
る
が
紙
経
も
な
く
各
紙

が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
い
る
。
料
紙
は
薄
手
の
樽
交
。
斐
紙
で
、
界
線
も
な
く
、
一
頁
に
九
行
が
書
か
れ
て
い
る
。
本
文
は
漢
字
片
仮
名

交
。
文
で
、
仮
名
の
う
ち
テ
ニ
ヲ
ハ
の
類
は
小
書
き
さ
れ
て
い
る
。
二
打
字
数
は
凡
そ
十
七
字
～
二
十
字
程
度
で
あ
る
。
料
紙
の
法
量
は
、

縦
が
二
六
・
五
糎
、
横
が
一
九
・
八
糎
で
あ
る
。
内
題
に
「
遷
都
」
と
あ
る
が
、
奥
書
も
印
も
な
い
の
で
、
伝
来
や
筆
者
は
未
詳
で
あ
る
。

書
写
年
時
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
字
体
等
か
ら
推
し
て
、
室
町
時
代
前
期
、
降
っ
て
も
中
期
以
前
か
と
見
ら
れ
る
。

本
文
は
、
内
題
の
「
遷
都
」
に
続
い
て
＝
夫
神
武
天
皇
卜
申
ハ
」
か
ら
始
ま
。
、
「
是
ハ
偏
二
入
道
殿
ノ
ト
ク
ト
ソ
覚
也
云
」
で
終
っ
て

い
て
、
首
尾
が
整
っ
た
形
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
を
、
平
家
物
語
の
現
存
諸
本
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
分
っ
た
。
先
ず
、
随
心
院
経
蔵
よ
。
出
現
し
た
本
資
料
（
以

随
心
院
蔵
の
平
家
物
語
断
簡
に
つ
い
て
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三
一
〇

下
「
随
心
院
本
」
と
称
す
）
の
冒
頭
を
見
る
に
、
そ
の
二
文
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

夫
神
武
天
皇
ト
申
ハ
地
神
五
代
ノ
帝
位
彦
ナ
キ
サ
タ
ケ
鵜
羽
不
葺
合
尊
第
四
ノ
王
子
御
母
ハ
玉
ユ
リ
姫
海
神
ノ
御
女
也
神
代
十
二
代
ノ
跡

ヲ
ウ
ケ
仁
王
万
世
初
帝
幹
也

こ
れ
に
対
応
す
る
本
文
を
、
現
存
諸
本
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

〇
四
部
合
戦
状
本
巻
第
五

モ

　

　

　

サ

セ

　

シ

ツ

1

　

　

　

　

　

　

　

　

の

　

　

　

　

　

　

ハ

メ

の

抑
神
武
天
王
受
下
－
在
天
神
七
代
地
神
五
代
十
二
代
御
末
上
・
人
代
百
王
首
御
門
御
牽
冒
（
下
略
）

○
長
門
本
巻
第
九

神
武
天
皇
天
神
七
代
地
神
五
代
十
二
代
の
御
す
へ
を
う
け
て
人
代
百
王
の
始
の
御
門
に
て
御
座
L
L
が
、
か
の
と
の
酉
の
年
（
以
下
略
）

○
延
慶
本
第
二
中

ヒ

コ

ナ

キ

サ

タ

ケ

ウ

　

カ

　

ヤ

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

ヨ

リ

抑
代
々
ノ
御
門
遷
都
ノ
事
先
樅
ヲ
尋
ル
こ
神
武
天
皇
ト
申
奉
ハ
地
神
五
代
ノ
帝
彦
波
激
武
戯
l
鵜
－
草
茸
不
合
尊
ノ
第
四
皇
子
御
母
玉
抜

ヒ

メ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ソ

ー
姫
海
神
大
女
也
神
代
十
二
代
後
酵
歳
日
向
国
宮
崎
ノ
郡
こ
テ
大
王
百
王
ノ
宝
詐
ヲ
継
給
テ

○
屋
代
本
巻
第
五

シ

　

　

レ

ス

都
－
遷
ハ
是
非
レ
無

セ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

ヘ

ウ

ヱ

イ

ヒ

コ

ナ

キ

サ

タ

ケ

　

　

　

　

　

ミ

コ

（

第

）

ノ

レ
先
】
樅
　
神
武
天
皇
ト
申
ス
バ
・
地
－
神
辛
代
首
⊥
簡
・
彦
波
激
武
鶴
鴬
羽
曹
葺
不
レ
合
尊
ノ
弟
－
四
王
手
御
母
ハ

タ

マ

ヨ

リ

ヒ

メ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

タ

玉
－
依
－
姫
　
天
】
神
七
】
代
神
ノ
代
十
－
千
代
ノ
跡
ヲ
ウ
ケ
人
－
代
百
－
王
ノ
帝
－
祖
ナ
リ

〇
百
二
十
句
本
巻
第
五

ミ

カ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヨ

リ

都
道
ハ
是
レ
先
樅
無
二
非
ス
・
神
武
天
皇
ト
申
ハ
・
地
神
五
代
ノ
帝
・
彦
波
紋
武
鵜
島
翌
量
不
合
尊
第
四
ノ
皇
子
・
御
母
ハ
玉
依
姫
・

天
神
七
代
ノ
神
ノ
世
十
二
代
ノ
跡
ヲ
受
ケ
・
人
皇
百
代
ノ
帝
祖
也
・

〇
平
松
家
本
巻
第
五

ト

ハ

　

　

ノ

ミ

　

ナ

キ

サ

タ

ケ

ウ

　

カ

ヤ

　

　

ミ

ト

ノ

　

ノ

　

ノ

　

ハ

　

リ

ノ

　

　

　

ノ

　

　

　

ノ

ヲ

都
遷
是
非
レ
無
二
先
跡
一
神
武
天
皇
申
地
神
五
代
帝
彦
波
激
武
戯
鶴
羽
萱
葺
不
レ
合
尊
　
第
四
皇
子
御
母
王
依
姫
天
神
七
代
神
世
十
二
代
跡



ノ

受
入
代
百
王
帝
祖
也

○
竹
相
園
本
巻
第
五

諸
国
代
々
都
道
事

ニ

　

　

　

　

ト

ハ

　

五

ノ

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

ヲ

ケ

都
迂
是
非
レ
撃
先
樅
一
神
武
天
皇
申
地
神
七
代
帝
彦
波
紋
武
戯
鶴
羽
茸
不
合
尊
第
四
王
子
御
母
玉
依
姫
天
神
七
代
神
代
十
二
代
跡
受
入
代

ノ

百
王
帝
祖
也

○
鎌
倉
本
巻
五

都
遷
ハ
是
非
無
先
樅
神
武
天
皇
ト
申
ハ
地
神
五
代
ノ
帝
彦
波
紋
武
願
望
且
不
葺
合
ノ
尊
ノ
第
四
皇
子
御
母
ハ
玉
依
姫
海
神
ノ
娘
也
世
十
二

代
ノ
迩
ヲ
受
入
代
百
王
ノ
帝
祖
也

○
覚
一
本
（
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
本
に
よ
る
。
振
仮
名
を
除
く
）

み
や
こ
う
つ
り
は
是
先
躍
な
き
に
あ
ら
ず
。
神
武
天
皇
と
申
は
地
神
五
代
の
帝
、
彦
波
激
武
麻
姑
草
不
葺
合
尊
の
第
四
の
王
子
、
御
母
は

玉
よ
り
姫
、
海
人
の
む
す
め
な
り
。
神
の
代
十
二
代
の
跡
を
う
け
、
人
代
百
王
の
帝
祖
な
り
。

○
両
足
院
本
巻
第
五

ヒ

コ

ナ

キ

サ

タ

ケ

ウ

ノ

　

ハ

　

　

　

　

ノ

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

都
迂
ハ
先
樅
是
ナ
キ
ニ
非
ス
神
武
天
皇
卜
申
奉
ハ
地
神
五
代
帝
彦
波
激
武
戯
鵠
草
茸
不
合
尊
第
四
皇
子
御
母
ハ
玉
依
姫
海
神
御
娘
神
代

ケ

　

　

ハ

タ

ノ

十
二
代
ノ
跡
ヲ
受
入
代
百
王
帝
祖
也

〇
八
坂
本
巻
第
五

都
遷
し
ハ
是
先
樅
な
き
に
あ
ら
す
神
武
天
皇
ハ
地
神
五
代
の
帝
彦
波
激
武
戯
鶴
葺
不
合
尊
の
第
四
の
王
子
御
母
ハ
玉
依
姫
天
神
七
代
地
神

五
代
神
の
代
十
二
代
の
跡
を
う
け
人
代
百
王
の
帝
祖
也

右
の
諸
本
の
う
ち
、
「
都
道
は
是
先
樅
無
き
に
非
ず
」
の
語
句
を
除
く
と
、
相
違
の
大
き
い
の
は
、
「
海
神
ノ
娘
也
」
の
語
句
の
有
無
で
あ

る
。
こ
の
語
句
を
有
す
る
の
は
、

随
心
院
蔵
の
平
家
物
語
断
簡
に
つ
い
て
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延
慶
本
　
－
　
海
神
大
女
也

鎌
倉
本
－
－
海
神
ノ
娘
也

覚
一
本
　
－
　
海
人
の
む
す
め
な
り

ノ

両
足
院
本
1
海
神
御
娘

の
諸
本
で
あ
る
。
但
し
用
字
に
は
、
随
心
院
本
と
少
異
が
あ
っ
て
い
ず
れ
と
も
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。

次
に
、
随
心
院
本
の
冒
頭
の
二
文
に
続
く
、
第
三
文
以
下
に
つ
い
て
、
延
慶
本
と
比
べ
る
と
、
延
慶
本
の
方
が
挿
入
語
句
が
多
く
て
大
差

の
あ
る
こ
と
が
分
る
。
そ
こ
で
、
鎌
倉
本
・
覚
一
本
・
両
足
院
本
及
び
百
二
十
句
本
に
つ
い
て
、
第
三
文
以
下
の
十
文
ま
で
の
比
較
を
し
、

そ
の
異
同
を
表
示
す
る
。
（
片
仮
名
の
小
字
は
大
字
と
し
、
合
符
及
び
百
二
十
句
本
の
朱
引
・
句
切
点
を
省
い
た
）

ヲ
ノ

禽 禽 ヲ
都 テH付 H付 続

ヲ カ

シ

ン
シ
橿

タ
＝
ノ

ク

ル

也

他 其けHHuド
者 潮ヲ

′
卦ノ コタ 皇 鎌

国 ヨヲ
′

氷⊥思室宮 ノレ 王 倉

他 ＝
ノ

ノ骨ヲ
′

ト ヒし⊥ ノ 本

所 以 山際卦名 ヽヽノ 宝

へ 来 ヲノ給付 大 詐
代 点地フタ n

H
弄
。
ヲ
′

々 シヲ
′
卦＝

ノ
国 継

ノ テ伐ヲ
′

ト
帝 帝払橿 名

王 β者テ原 付

他 そ代 ス
ノ

β者n
ノ

給の ナ
」
⊥1ノ
皇 覚

玉 れ々 ねへまへ宮 のた 王 一
他 よ

れ
ソ
ナ

の
帝

を

びたらn
ノ

と ごる ノ 本

所 のてて0な ろ 宝

へ 山柏甘こづ 大 詐

し
の
へ
都

を甘室れ’丁
ノ

口不 を
点のををた 国 つ

カを じ地つーヵnノ
と ぎ

た
、

てをくし な
帝きり原 づ

他 其ヲ ウ
・ィ
潮立鼻宮 ヒ止 皇 両

玉 ヨ 鋸テヲ号 レし上 ノ
足

他 ＝
ソ

山カ
シ
増作タ 大 宝 院

所 以 ヲハ
ラ
原‖

ノ
リ ＝イ不 詐 本

へ 来 点地掛 国 ヲ
′代 シヲ

′
リ ト 娼

ノ々 テキ
リ
切卦 ナ

ッ号
帝 帝バ

ラ
払ヲ

′
ケ夕
′王 β諸橿 レIノ

β者 ヲ
′
訃風

他 シノ ウ
ネ
ミ
ノ

ヲ
タ
ィ
ラ

畝

火

山

点

テ
帝

カ
シ
バ
、
、

、

ヽ

テ
橿

原

ノ
地

ヲ

、

ヽ
ッ
ク
リ
、
、

、

、

ヽ

宮

造

シ
玉

フ
是

宮

ト

ハ
申

ス
也

コ
ノ
頃 皇 百

国 カ帝 コ
ロ＼ノ
王 二

他

所

へ

ツ

シ
ョ
リ
以

卦
都

ヲ

大

和

ト
名

付
タ

ル

ノ
宝
詐

ヲ
継

十

句
本

ヲ
ノ テ

代 ヲ
ノ

払橿

々 ⊥思テ軋



御
代
ヲ
請
取
セ
り

百
済
鬼
界
高
麗
・

長
門
国
二
徒
テ
漁

近
江
国
ニ
ウ
ツ
‥

他
国
ニ
ハ
終
≡

神
武
天
皇
ヨ
リ

天
皇
マ
テ
十
代

被
遷
事
三
十
徐
｛

然立迄
政
随
サ
セ
給
〆

凶拠 指ケフ 薗
矧
＝ノ 小 外

テ
ノ 度

三生 テヰ 被 也
笠
郡
ア
リ

新
羅
タ
ン

郡
ニ

レ遷 景
行

卦掛シ 瀾シ攻 掛テ 大 而 他 申う小l
マ 被掛

訃テテ 代テ随 江豊 口不 ↓フ 国 武テ 灘こ
ノ後皇 ヲ

′
鬼サ 訃浦 ヨ へ 天十 偏及

筑子 受海セ ヨノ ‖ノ 、1ノ 皇二 三へ
⇒ノ前御 取高給 ‖ノβ禎石 近 終 ヨ代 十＝ソ
シ
ッ
国
三
誕
生

セ
給
贋
荊
ヒ
ヶ

長
門
ニ
城
江
国

不
被
リ
景

＼ノ 度

ニ
メ
サ
笠
郡

か
朴
旦
マ

リ 国
こ
ヲ
立
ニ
遷

遷 行
天

余
四

セニ トテ 遷 テ 皇 十

骨さ三生 御ひ高が 長に 近 し 他れ 申ネ
，
ま シ1ノまれソ臥せ笠 世

を
ぅ
け
と

、
女
鉢
と
し
て

靂
契
丹
ま
で
せ

へ
さ
せ
給
ひ
け

門
国
都
を
江 カ 国ず 武で つれソの掛β君 国 る へ 天十 さヽ

Jヽt
・
lヽひに にた に を ま 皇二 る四
くてし ろ

ノつ
ネ
ノ つ よ代 ゝ十

さ後て つ つ ゐ n
ノ

ま 偏度
をヽ皇 て て に 景 止り十にし筑子 らヽめれソ 豊 ーつ ‾丁′ゥ1 虜を
づ前御 せ鬼し 浦 つ 天 によ
め国誕 給界

．
た β君 さ 皇 あや

卦ノ前御 女セマ 長
門
都
ヲ
近 一而 他 申ネ

，マ
道十

訃国誕 帝給テ 江 国 武テ サこ
ヽ
度

ハ
卦
三
笠

生 ト
シ
ツ
ゝ

責
随

u国
汗
立
ッ

国
＿

ヘ
ハ
天
白
十
＿

ル
ゝ
繁

ノ掛けHHur
君 テ鬼サ

隻
ァ
‾迂 鼓 王よ‾代 事

テニ 御界セ 獣テ 遷 nソ＼ノ 什
掛シ 代高給 酢YヽJl

サ 景 度
ヽ
ノ
朝テ ヲ

′
贋ケ ノ レ 行 余

後
帥

皇 受鶏‖ノ β君 ス 天 テ
汎子 取旦 ニ 皇 四

骨テテ 瀾ト丹ヒ 掛テ 大 而 他 申ネ
，マ

移四
訃後皇 代シマケ 江豊 口末

1 レIノ 国 武テ レ十
ノ筑子 ヲ

′
テテ‖

ノ
訃浦 ヨ ヲ へ 天十 ヽ掛

軍前御 受新モ ヨβ君 ‖ノ ヽヽノ 皇二 事ニ
ヲ国
＿

誕 取羅攻 ‖ノこ 近
、

終 ヨ代 ‾二及

栄二 セ 長
門
国

利
列
立

Yt ニ＼ノ へ
サ
セ
乳
郡

玉
フ
済
高
へ
サ

国
ニ

遷
サ
景
行

傾
ニ

リ

吾ニ
シ

か
訃
麗
契
セ
玉

こ
遷
遷
シ

レ
ス
天
皇

余
年

帰
給
テ
後
筑
前
m

シ
テ
皇
子
御
即

こ
れ
に
よ
る
と
、
随
心
院
本
は
語
り
系
諸
本
に
近
い
が
、
そ
れ
ら
と
も
少
異
の
あ
る
こ
と
が
分
る
。
そ
の
相
違
の
主
な
点
は
、
接
続
語
の

異
同
等
の
他
、
語
り
系
諸
本
に
あ
る
語
句
の
存
し
な
い
も
の
（
…
の
傍
点
の
語
句
）
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
随
心
院
本
が
、
語
り
系

随
心
院
蔵
の
平
家
物
語
断
簡
に
つ
い
て
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諸
本
の
本
文
に
基
づ
い
て
、
抄
録
し
た
か
、
或
い
は
語
り
系
諸
本
が
、
随
心
院
本
の
本
文
に
語
句
を
増
加
し
た
か
の
、
二
つ
の
場
合
が
考
え

ら
れ
る
。
最
後
に
、
随
心
院
本
の
末
尾
は
、
次
の
文
章
で
終
っ
て
い
る
。

ノ

然
所
入
道
相
国
於
福
原
一
新
都
ノ
企
無
謂
事
ト
ソ
京
ニ
モ
田
舎
二
モ
日
本
国
大
同
ク
申
合
ケ
ル
左
ロ
バ
此
事
責
二
不
成
就
者
也
　
於
此
ノ
兵
庫

ノ
嶋
ノ
繁
昌
至
テ
今
目
出
度
事
也
　
是
ハ
偏
二
入
道
殿
ノ
ト
ク
ト
ソ
覚
也
云
主

こ
れ
に
対
応
す
る
箇
所
を
、
語
り
系
諸
本
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
鎌
倉
本
の
本
文
で
示
す
。

先
祖
（
「
先
祖
」
を
二
度
書
き
片
方
を
ミ
セ
ケ
チ
）
ノ
帝
指
モ
こ
机
シ
被
思
食
ケ
ル
都
ヲ
指
ル
故
ナ
キ
こ
他
国
他
所
へ
被
移
ケ
ル
コ
ソ
浅
益

（
マ
マ
）

ケ
ル
平
城
先
帝
内
侍
督
ノ
勧
こ
ヨ
テ
既
此
京
ヲ
他
所
へ
遷
サ
ム
ト
為
サ
セ
給
シ
ヲ
大
臣
公
卿
諸
国
ノ
人
民
背
申
シ
カ
ハ
不
被
移
シ
テ
止

ニ
キ
一
天
ノ
君
万
乗
ノ
主
タ
こ
運
へ
給
ヌ
都
ヲ
入
道
相
国
人
臣
ノ
身
ト
シ
テ
被
移
ケ
ル
ソ
怖
シ
キ
　
是
ハ
国
々
ノ
異
賊
責
上
り
平
家
都
二

跡
ヲ
不
留
山
林
二
可
交
前
表
カ
ト
ソ
人
申
ケ
ル

こ
の
文
章
に
続
い
て
、
旧
都
は
荒
れ
放
題
の
状
況
を
措
き
、
二
首
の
落
首
が
記
さ
れ
て
い
る
。
延
慶
本
も
同
趣
で
あ
っ
て
、
「
一
天
ノ
君
万

ロ
シ

乗
ノ
主
タ
ニ
モ
移
シ
得
給
ハ
ヌ
都
ヲ
入
道
凡
人
ノ
事
ト
シ
テ
思
企
ラ
レ
ケ
ル
コ
ソ
畏
ケ
レ
」
云
々
と
述
べ
て
、
落
首
が
記
さ
れ
て
い
る
。
管

見
に
入
っ
た
他
の
本
文
も
同
様
で
あ
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
随
心
院
本
の
末
尾
の
文
章
は
、
現
存
の
平
家
物
語
の
本
文
と
甚
し
く
相
違
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
「
於
此
ノ

兵
庫
ノ
嶋
ノ
繁
昌
至
テ
今
目
出
度
事
也
　
是
ハ
偏
二
入
道
殿
ノ
ト
ク
ト
ソ
覚
恒
子
」
は
、
平
家
物
語
の
主
題
や
筋
立
て
か
ら
見
て
、
不
自
然

で
あ
り
、
違
和
感
を
持
た
せ
る
も
の
で
あ
る
。

一
体
、
こ
の
随
心
院
本
は
、
今
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
平
家
物
語
の
本
文
に
対
し
て
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
家
物
語

成
立
よ
り
後
の
室
町
時
代
の
書
写
で
あ
る
と
い
う
書
写
時
期
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
考
え
れ
ば
、
平
家
物
語
成
立
の
一
素
材
と
い
う
見
方
も
許

さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
室
町
時
代
書
写
で
、
し
か
も
本
文
が
語
り
系
諸
本
に
近
い
占
盲
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
系
統
の
本
か
ら
抄



出
し
た
文
章
と
考
え
た
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
「
遷
都
」
と
い
う
内
題
が
添
え
ら
れ
、
末
尾
が
「
云
≧
」
で
終
っ
て
い
る
の
も
、
そ
の
感
を
強

く
さ
せ
る
。

臆
測
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
「
此
ノ
兵
庫
ノ
嶋
ノ
繁
昌
」
の
表
現
か
ら
見
て
、
こ
の
文
章
の
抄
出
者
は
、
兵
庫
に
ゆ
か
り
の
者
で
は
な
か
ろ
う

か
。
平
家
物
語
の
「
都
遷
」
の
中
か
ら
、
「
諸
国
所
々
都
道
事
」
の
文
章
を
抄
出
し
、
そ
の
終
り
に
「
於
此
ノ
兵
庫
ノ
嶋
ノ
繁
昌
至
テ
今
目
出

慶
事
也
」
以
下
の
文
章
を
加
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

さ
す
れ
ば
、
随
心
院
経
蔵
よ
り
新
出
の
三
紙
は
、
当
初
か
ら
こ
の
「
遷
都
」
の
一
節
だ
け
が
書
か
れ
、
こ
れ
で
完
結
し
て
い
た
も
の
で
あ

っ
て
、
他
の
章
段
は
存
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
若
し
そ
う
考
え
る
な
ら
、
小
考
の
標
題
は
「
平
家
物
語
断
簡
」
と
す
る
よ
り
、
「
平
家

物
語
抜
書
」
と
す
る
方
が
通
わ
し
い
こ
と
に
な
る
。

以
下
に
そ
の
全
文
の
影
印
と
翻
刻
を
掲
げ
る
。

随
心
院
蔵
の
平
家
物
語
断
簡
に
つ
い
て
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随
心
院
蔵
の
平
家
物
語
断
簡
に
つ
い
て
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（
一
オ
）

遷
　
都

夫
神
武
天
皇
卜
申
ハ
地
神
五
代
ノ
帝
位
彦
ナ
キ
サ
タ
ケ

鵜
羽
不
葺
合
尊
第
四
ノ
王
子
御
母
ハ
玉
ユ
リ
姫
海
神
ノ

御
女
也
神
代
十
二
代
ノ
跡
ヲ
ウ
ケ
仁
王
万
世
初
帝
幹
也

辛
酉
年
日
向
囲
宮
崎
郡
ニ
ッ
皇
王
ノ
宝
詐
ヲ
続
也
五
十
九

年
ト
云
シ
己
未
年
十
月
二
東
征
y
豊
葦
原
ノ
中
津
国
二
カ
シ
ハ

留
テ
此
大
和
囲
ト
名
付
ク
ル
ウ
ネ
火
ノ
山
ヲ
テ
ン
シ
橿
原
ノ

宮
ト
ハ
名
付
タ
リ
其
後
代
≧
二
帝
都
ヲ
他
国

他
所
工
被
遷
事
三
十
鎗
度
也

二
ウ
）

神
武
天
皇
ヨ
リ
シ
テ
景
行
天
皇
マ
テ
十
代
ハ
大
和
囲

郡
≧
二
都
ヲ
立
テ
他
国
ニ
ハ
終
二
不
被
レ
遷
然
成
務
天
皇

元
年
二
近
江
囲
ニ
ウ
ツ
リ
志
賀
郡
二
都
ヲ
立
仲
哀

（徒）

天
皇
二
年
二
長
門
囲
二
徒
テ
豊
艮
郡
二
立
其
囲

彼
郡
ニ
シ
テ
帝
カ
タ
レ
サ
セ
給
シ
カ
ハ
后
神
功
皇
后
ノ
御

代
ヲ
請
取
七
給
テ
新
羅
百
済
鬼
界
高
腰
ケ
ヰ
タ
ン

（
マ
マ
）

迄
政
随
サ
セ
給
チ
帰
給
テ
後
筑
前
囲
三
笠
郡
ニ
シ
テ
皇
子
御
誕
生
ア
リ
ヤ
カ
テ
彼
所
ヲ
ハ
生
ノ
宮
ト
ソ
申
ケ
ル

御
位
二
付
給
シ
カ
ハ
應
神
天
皇
ト
ソ
申
其
後
神
功

随
心
院
蔵
の
平
家
物
語
断
簡
に
つ
い
て

三
一
九
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（
二
オ
）

皇
后
ハ
大
和
固
岩
根
若
桜
宮
ニ
ソ
マ
シ
マ
ス
應
神

天
皇
モ
同
園
軽
嶋
明
カ
リ
ノ
宮
二
御
座
ス
仁
徳
天
皇

元
年
こ
穂
津
圃
難
波
二
遷
テ
高
津
宮
二
御
座
履

中
天
皇
二
年
二
大
和
国
二
移
テ
十
市
郡
二
都
ヲ
立

繁
生
天
皇
元
年
二
河
内
国
l
l
移
テ
柴
垣
ノ
宮
二
御
座

允
教
天
皇
四
十
五
年
二
大
和
圃
泊
瀬
朝
倉
宮
二
御
座

継
膿
天
皇
五
年
二
山
城
国
都
津
城
二
移
テ
十
二
年

プ
ノ
ト

其
後
乙
囲
二
宮
居
シ
給
宣
化
天
皇
元
年
二
大
和
国
二

移
テ
ヒ
ノ
ク
マ
ノ
入
野
宮
二
御
座
ス
孝
徳
天
皇
大
化
九
年
ニ

（
二
ウ
）

揺
津
圃
長
柄
二
移
テ
豊
崎
ノ
宮
ニ
ス
マ
セ
給
フ
清
明
天
皇

二
年
二
大
和
国
二
移
テ
岡
本
ノ
宮
二
御
座
天
智
天
皇
六

（徒）

年
二
近
江
囲
二
徒
テ
大
津
宮
二
住
七
玉
フ
天
武
天
皇
二
年
二

大
和
国
二
移
テ
岡
本
南
宮
l
l
御
座
是
ヲ
清
見
原
ノ
御
門

ト
ソ
申
ケ
ル
持
統
文
武
二
代
ノ
聖
朝
ハ
同
園
藤
原
ノ
宮
二

御
座
元
明
天
皇
ヨ
リ
光
仁
天
皇
迄
七
代
ハ
奈
良
京

春
日
里
二
御
座
然
二
桓
武
天
皇
御
宇
延
暦
三
年

十
月
二
日
奈
良
京
春
日
里
ヨ
リ
山
城
園
長
岡
二

移
テ
十
年
ト
云
シ
正
月
大
納
言
藤
原
小
黒
丸
散
記



左
大
弁
紀
ノ
。
サ
ヒ
ラ
大
僧
都
月
卿
等
二
仰
付
テ

（
三
オ
）

イ
n
ソ
ノ
ヽ

門
野
郡
宇
多
ノ
村
ヲ
被
見
ル
ニ
両
人
共
二
奏
云
此
地
ノ
鉢
ヲ

見
二
左
青
龍
右
白
虎
前
朱
雀
後
玄
武
四
神

相
應
ノ
地
ナ
リ
尤
帝
都
ヲ
定
二
足
ヌ
ト
申
仇
多
木
ノ

郡
二
御
坐
賀
茂
大
明
神
告
進
テ
延
暦
十
年

十
一
月
一
日
二
長
岡
ノ
京
二
ハ
被
移
帝
王
ハ
世
二
代

三
百
八
十
余
年
星
霜
ヲ
送
迎
其
後
代
主
ノ
御
門

都
ヲ
他
所
工
被
移
事
多
有
匝
桓
武
天
皇
如

此
勝
タ
ル
地
未
有
シ
ト
テ
諸
道
ノ
才
人
等
仰
付
テ
長

久
ナ
ル
へ
キ
様
ニ
ト
テ
土
ニ
テ
八
尺
ノ
人
形
ヲ
造
七
銭
ノ
鎧
甲
ヲ
着
セ

（
三
ウ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
向
）

銭
ノ
弓
矢
ヲ
持
セ
テ
東
山
ノ
琴
二
西
面
二
立
テ
被
埋
ケ
ル

末
代
二
及
迄
此
京
ヲ
他
国
工
移
事
有
ハ
汝
守
護

神
ト
成
ヘ
シ
ト
御
約
束
有
ケ
リ
サ
レ
ハ
天
下
事
出
来

ト
テ
ハ
彼
塚
頻
二
鳴
動
ス
将
軍
塚
ト
テ
干
今
ア
リ

中
二
モ
此
京
ハ
平
安
城
卜
云
平
二
安
城
ト
書
タ
リ

尤
モ
平
家
ノ
崇
ム
ヘ
キ
都
也
然
所
入
道
相
国
於
福
原
】
新

都
ノ
企
無
謂
事
ト
ソ
京
ニ
モ
田
舎
ニ
モ
日
本
園
ノ
人

随
心
院
蔵
の
平
家
物
語
断
簡
に
つ
い
て

三
二
一
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同
ク
申
合
ケ
ル
恕
『
事
克
二
不
成
就
者
也
於

此
ノ
兵
庫
ノ
嶋
ノ
繁
昌
至
テ
今
目
出
慶
事
也

是
ハ
偏
二
入
道
殿
ノ
ト
ク
ト
ソ
覚
也
書

［
附
記
］
本
資
料
の
調
査
等
に
つ
い
て
、
随
心
院
の
市
橋
真
明
僧
正
始
め
御
当
局
各
位
に
格
別
の
御
芳
情
を
賜
っ
た
。
記
し
て
並
に
厚
く
御

礼
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
元
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
総
合
研
究
（
A
）
「
平
安
鎌
倉
時
代
語
研
究
資
料
の
綜
合
的

調
査
研
究
」
　
（
代
表
者
小
林
芳
規
）
　
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




